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令和５年度 第１４回札幌圏域地域医療構想調整会議 議事録

日時：令和６年３月２６日（火）１９：００～１９：３０

会場：札幌市医師会館５階 大ホール・WEB併用

１ 開会

【江別保健所 佐々木企画総務課長】

それでは、定刻となりましたので、ただ今から、第14回札幌圏域地域医療構想調整会議を開催いたします。

本日は、時節柄何かと御多忙のところ、御出席をいただき、誠にありがとうございます。

私、このあと議事に入りますまでの間、本日の進行を担当させていただきます、北海道石狩振興局保健環境

部保健行政室企画総務課長の佐々木と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

なお、本日の会議につきましては、会場とZOOMによるオンラインを併用して開催させていただきます。

オンラインで御出席の委員の皆様は、カメラを常時オンにしていただきますとともに、御発言の場合を除い

て、マイクをオフにしていただくようお願いいたします。

それでは、開催に当たりまして、北海道石狩振興局技監兼保健環境部長の山本より、一言御挨拶申し上げま

す。

２ 挨拶

【江別保健所 山本所長】

皆様、こんばんは。

ただ今ご紹介いただきました北海道石狩振興局技監、江別保健所長兼千歳保健所長の山本でございます。

本日は、大変お忙しい中、札幌圏域地域医療構想調整会議に御出席をいただき、誠にありがとうございます。

また、日頃から、地域における医療提供体制の確保に御尽力をいただき、この場をお借りして、厚くお礼申

し上げます。

この調整会議は、地域医療構想を進めて参りますために、関係者の皆様方と、必要な協議や情報共有を重ね

ながら、合意形成を図っていく場として開催しており、本日は今年度４回目の開催となります。

地域医療構想につきましては、目標年であります2025年が近づいておりますが、国は、2025年以降について

も、高齢者人口が減少に転じる2040年頃を視野に入れつつ、新型コロナ禍で顕在化した課題を含め、新たな地

域医療構想を策定する必要があるとしております。

また、令和７年４月からは、病床機能報告、外来機能報告に続き、かかりつけ医機能報告制度が創設される

こととなっております。病院のみならず、かかりつけ医機能や在宅医療等を対象に取り込み、しっかり議論を

進めていくこととされているところです。

札幌圏域におきましても、少子高齢化による今後の医療や介護の需要の変化に的確に対応して、バランスの

取れた医療提供体制を構築する必要があると考えております。

本日は、外来機能報告に基づく紹介受診重点医療機関についての協議を予定しております。

今年度からスタートいたしました紹介受診重点医療機関につきましては、毎年度、協議の場において、協議

・確認が必要となっておりますので、よろしくお願いいたします。

また、調整会議終了後、引き続き、札幌圏域個別調整部会を開催し、医療機関の個別案件や基金事業等につ

いて、協議や情報の共有をしていただく予定となっております。

限られた時間ではありますが、皆様方には、率直な御意見を賜りますようお願い申し上げまして、簡単では

ございますが、開会にあたっての御挨拶とさせていただきます。

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

【江別保健所 佐々木企画総務課長】

それでは、本日の会議の出席者ですが、委員総数37名中、会場10名、オンライン20名の方々に御出席をいた

だいております。
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本来であれば、おひとりおひとりを御紹介させていただくところではありますが、時間の都合上、お手元に

配付しております出席者名簿にて代えさせていただきます。

なお、北海道看護協会 札幌第３支部の鈴木委員におかれましては、橋本前委員の後任として、新たに御就

任いただいております。鈴木委員、どうぞよろしくお願いいたします。

また、北海道病院協会常務理事の西澤先生には、地域医療構想アドバイザーとしてのお立場でも御出席いた

だいております。

また、地域医療構想アドバイザーの笹本先生にも、本日御出席をいただいております。

西澤先生、笹本先生、どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、資料の確認をさせていただきます。

まず、会議次第、出席者名簿、配席表、続きまして、資料１、資料２、参考資料１、資料３でございます。

さらに、１枚ものの追加資料をお配りしてございます。

WEBで御出席の皆様には、本日午前中に電子メールにてお送りしております。

なお、資料１と資料２につきましては、一部修正があり、昨日、差し替え版をお送りしておりますので、WE

Bで御出席の皆様は御留意願います。

会場にお集まりの皆様で、資料の不足等ございましたら、事務局までお申し出ください。よろしいでしょう

か。

それでは、この後の議事進行につきましては、今議長にお願いしたいと思います。

今議長、どうぞよろしくお願いいたします。

３ 議事

（１）外来機能報告に基づく紹介受診重点医療機関について

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

皆様こんばんは。

議長の今でございます。

本日はお忙しい中、御参加いただきまして感謝を申し上げます。

今年度４回目の調整会議でございます。

早速、始めさせていただきたいと思います。

議事の１番目、「外来機能報告に基づく紹介受診重点医療機関について」事務局から説明をお願いします。

当該協議については、非公開

（２）令和４年度病床機能報告について

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

では、続きまして、議事の２番目「令和４年度病床機能報告について」、事務局から説明をお願いします。

【江別保健所 石崎企画主幹】

江別保健所石崎です。

令和４年度病床機能報告について、御報告いたします。

資料３を御覧ください。

まず、病床機能報告制度ですが、一般病床・療養病床を有する病院又は診療所が担っております医療機能を、

病棟単位を基本として、「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」の４区分から、一つを自主的に選択し、

それを都道府県に報告し、都道府県が毎年公表しているものでございます。

令和４年度の病床機能報告の結果でございますが、資料中段に赤字で記載してございまして、集計を行って

おります道庁担当課によりますと、現時点でまだ公表されていないため、暫定版という扱いにさせていただき

ました。

一番上段に、令和７年に向けて、地域医療構想に定める必要病床数を記載してございます。
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真ん中へんにそれぞれの病床機能ごとの過不足を記載してございますが、急性期は、約4,900床程過剰とな

っておりますが、高度急性期、回復期、慢性期は不足しているといった状況となっております。

資料下段に記載しておりますグラフですが、一番右側の赤枠で囲っておりますところが、令和７年の必要病

床数でございます。グラフを見ても、緑色の回復期がかなり足りないのかなということでございます。

２ページ目以降は、各医療機関の病床の状況を載せております。

今後、地域医療構想の議論を進めていくにあたり、皆様で共通認識を持っていただくということで、御報告

をさせていただきました。

事務局からの報告は以上でございます。

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

毎年、医療機関が報告している病床機能報告の結果についてです。

過不足についても非常によく整理されています。

ただ今の説明につきまして、何か御意見・御質問はございますか。

やはり回復期が不足ということは明らかになっているということでございます。慢性期も不足に転じたとい

うことでございます。

何かございますでしょうか。

[意見等なし]

データはちょっと変わってくるところもありますので、今後も、札幌圏域の地域医療構想の議論を進めて参

りたいと思います。

（３）その他

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

では、最後にその他ですが、事務局から何点かあるようですがよろしくお願いします。

【江別保健所 石崎企画主幹】

事務局から、２点ほど、お願いとご連絡がございます。

まず一つ目ですが、新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえ、新興感染症の発生・まん延に備えるため、

令和４年12月に感染症法を改正し、都道府県と医療機関等との間で、医療の確保等に関する協定を締結する仕

組みが創設されました。

この、感染症法に基づく「医療措置協定」につきましては、具体的な協議等に向け、現在、各医療機関に、

医療提供の可否やその内容についての意向確認と、「医療措置協定」の概要や運用の考え方についての資料を

お送りしているところですので、御回答への御協力をよろしくお願いいたします。

また、各保健所において、３月末までに健康危機対処計画（感染症編）を作成しております。関係者の皆様

には引き続き、御協力を賜りたくよろくお願いいたします。

次に、二つ目ですが、次回の会議の開催予定についてです。

令和６年度につきましては、北海道医療計画の圏域版であります「札幌圏域地域推進方針」の策定年になっ

ておりまして、外来医療に係る分については、調整会議で協議を行うこととなっております。

そのため、会議につきましては、推進方針策定スケジュールに沿って開催する予定で、今のところ７月を目

途に開催したいと考えております。

また、医師の働き方改革～特定労務管理対象機関の指定につきましては、令和６年度は、４回、申請受付の

期間があります。

医療機関から申請があった場合には、調整会議において協議する必要がありますが、協議の時期につきまし

ては、書面開催を含め、柔軟に対応したいと考えておりますので、御了承いただければと思います。以上です。

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

ありがとうございます。

医療措置協定は色々問題提起をされているところですが、これは回答に御協力いただきたいということで、
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これは１回書いたら何が何でもその通りに進めなければいけないというものではなさそうだという情報も入っ

てきておりますので、自分のところができそうだということであれば、是非、回答への御協力をいただきたい

ということでございました。

あとは、外来医療に係る分の調整会議の役割ということ、この２点を今いただきましたけれども、何か御質

問とかございますか。

[意見等なし]

ないようですので、それでは、御協力よろしくお願いします。

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

最後に、地域医療構想アドバイザーの先生方から御意見をいただきまして、終了したいと思います。

西澤先生、よろしくお願いいたします。

【地域医療構想アドバイザー 西澤先生】

アドバイザーの西澤です。

地域医療構想も2025年ということで、間近になっていますが、機能別病床数については、まだそのとおりに

なっていない印象もあります。

ただ、今回の会議では、しっかりそのことを議論されていると思います。

一つ大きな問題といたしまして、今回の診療報酬改定が、かなり各病院の機能に対して影響を与えると思い

ます。それは外来も入院も同じだと思います。特に入院機能の機能別に変化があると思います。

そういうことで、この調整会議の役割もさらに大きくなると思いますので、またそのような議論も、今後、

しっかりしていただければと思っております。以上でございます。

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

西澤先生、ありがとうございます。大変大事なところだと思います。

続きまして、笹本先生、よろしくお願いいたします。

【地域医療構想アドバイザー 笹本先生】

アドバイザーの笹本でございます。今日は御報告をありがとうございました。

２点ほど、３月13日に、第14回地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループがございまして、

その報告によりますと、国の方で、新にたにモデル推進区域におけるアウトリーチの伴走支援というのが行わ

れるそうなので、また新しく国の方からモデルの方を出してくる報告を受けております。

また、３月21日の第107回社会保障審議会医療部会におきましては、新たな地域医療構想につきまして、病

院のみならず、かかりつけ医機能や在宅医療、医療・介護連携を含めた地域の医療提供体制全体の地域医療構

想を検討していくという報告がございましたので、こちらは、2040年に向けた新しい構想に関してということ

でございますけれども、これから新しく情報が入ってくると思いますので、皆様と共有したいと思います。

以上でございます。

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】

ありがとうございます。

モデルケースがあるということと、2040年に向けての新たな構築を進めていくという２点の御報告がござい

ました。新しい情報がありましたら、よろしくお願いします。

御意見を参考にして、今後も札幌圏域の地域医療構想の議論を進めて参りたいと思います。

以上で、議事進行を終了いたします。

事務局にマイクをお返しいたします。ありがとうござます。

４ 閉会

【江別保健所 佐々木企画総務課長】
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今議長、ありがとうございました。

以上をもちまして、第14回札幌圏域地域医療構想調整会議を終了いたします。

皆様、本日は、ありがとうございました。

なお、個別調整部会委員の皆様は、このあと札幌圏域個別調整部会を開催いたしますので、引き続き御出席

をお願いいたします。

ZOOMで御出席の方は、同じ回線を使用いたしますので、そのまま退出せずに少しお待ちください。

出席をされない方は、御退出をお願いいたします。

お疲れ様でした。


